
嚥下調整食
学科分類コード

普通食 4 3 ２ー２ ２ー１ 1ｊ 0t Oj

食形態のレベル やわらか食 つぶせる食 ゼリー食

形態の特徴

通常の水分量で炊いた飯/分粥
や粥ミキサーでゲル化剤など
を使用していないもの
箸やスプーンで切れるやわら
かさ

硬さ・ばらけやすさ・貼つき
やすさなどのないもので箸や
スプーンで切れるやわらかさ

形はあるが、押しつぶしが容
易、食塊形成や移送が容易、
咽頭でばらけず嚥下しやすい
ように配慮されたもの

ピューレ・ペースト・ミキ
サー食などでべたつかず、ま
とまりやすいもので不均質な
ものも含む
スプーンですくって食べるこ
とが可能

ピューレ・ペースト・ミキ
サー食など、均質でなめらか
で、べたつかず、まとまりや
すいもの
スプーンですくって食べるこ
とが可能

均質で、付着性、凝集性、か
たさ、離水に配慮したゼ
リー、プリン、ムース状のも
の
たんぱく質含有量は問わない

均質で、付着性・凝集性・硬
さに配慮したとろみ水（原則
的には、中間のとろみあるい
濃いとろみのどちらかが適し
ている）
たんぱく質含有量が少ない

均質で、付着性・凝集性・硬
さに配慮したゼリー。離水が
少なく、スライス上にすくう
ことが可能なもの
たんぱく質含有量が少ない

施設での名称 常食 ５分菜食（全粥）
ソフト食

（ペースト粥ゼリー・全粥）
嚥下訓練食Ｃ

（ペースト粥ゼリー）
嚥下訓練食Ｃ

（ペースト粥ゼリー）
嚥下練習食B

（おもゆゼリー）
 

主食例

施設での名称 米飯 全粥
全粥

(食介時、トロミ剤で調整）
全粥

(食介時、トロミ材で調整）
粥ミキサー ミキサー粥ゼリー 　 　

主食例

施設での名称 米飯 全粥・軟飯 ブレンダー粥 重湯 　 　

主食例

施設での名称 米飯 軟飯・全粥・分粥 ミキサー粥 ゼリー粥 　 　

主食例

施設での名称 米飯 軟飯　　　　全粥 　 　

主食例

＊学会分類とは、日本接触嚥下リハビリテーション嚥下調整食分類2021をいう
＊令和5（2023）年12月4日開催の県東健康福祉センター管内給食施設関係者研修会において依頼した「各施設で提供されている嚥下食形態の状況について」提出があったものを掲載
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　　　　　　　　　　情報連携ｰシート食形態一覧表              　　　　主  食　　　　　　　　　　                                                                                                                                               　　　R6(2024).1.31現在

学
会
分
類

嚥下調整食 嚥下訓練食品

なめらか食 嚥下訓練ゼリー

芳
賀
赤
十
字
病
院

福
田
記
念
病
院

ペースト粥

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g

【嚥下調整食分類2021】　　菊池病院バージョン　

エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g

【嚥下調整食分類2021】　　菊池病院バージョン　

エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g

【嚥下調整食分類2021】　　菊池病院バージョン　

エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類



嚥下調整食
学科分類コード

普通食 4 3 ２ー２ ２ー１ 1ｊ 0t Oj

食形態のレベル やわらか食 つぶせる食 ゼリー食

形態の特徴

通常の水分量で炊いた飯/分粥や粥ミキ
サーでゲル化剤などを使用していない
もの
箸やスプーンで切れるやわらかさ

硬さ・ばらけやすさ・貼つきやすさなどのないもので箸やスプーンで
切れるやわらかさ

形はあるが、押しつぶしが容
易、食塊形成や移送が容易、咽
頭でばらけず嚥下しやすいよう
に配慮されたもの

ピューレ・ペースト・ミキサー
食などでべたつかず、まとまり
やすいもので不均質なものも含
む
スプーンですくって食べること
が可能

ピューレ・ペースト・ミキサー
食など、均質でなめらかで、べ
たつかず、まとまりやすいもの
スプーンですくって食べること
が可能

均質で、付着性、凝集性、かた
さ、離水に配慮したゼリー、プ
リン、ムース状のもの
たんぱく質含有量は問わない

均質で、付着性・凝集性・硬さ
に配慮したとろみ水（原則的に
は、中間のとろみあるい濃いと
ろみのどちらかが適している）
たんぱく質含有量が少ない

均質で、付着性・凝集性・硬さ
に配慮したゼリー。離水が少な
く、スライス上にすくうことが
可能なもの
たんぱく質含有量が少ない

施設での名称
常食

５分菜食 ソフト食 嚥下練習食B 　 嚥下練習食A

副食例

施設での名称

常食
一口大

全粥食　　一口大
キザミ食　キザミ

　　　　　キザミトロミ

キザミ食　超キザミトロミ
分粥食　　キザミトロミ　ムー

ス

分粥食
　超キザミトロミ

　ムース食

ミキトロ食
　ミキサー

訓練食
　ムース・野菜ゼリー
　ヨーグルト・卵豆腐

流動食
　ゼリー
　プリン

市販のゼリー

＊言語聴覚療法士が使用
  

副食例

施設での名称

常菜
　形・粗刻み・刻み・極刻み 軟菜形　　　　　　　　　　　　　　軟菜粗刻み 軟菜粗刻み 軟菜刻み ブレンダー食 嚥下 水分補給ゼリー

嚥下訓練用
（メロンゼリー・水ようかん）

副食例

施設での名称
常食

全粥食
ソフト食 ミキサー食 嚥下訓練食1j 嚥下訓練食0t 嚥下調整食0j

副食例

施設での名称 常食
ペースト食

　 　 　

副食例

＊学会分類とは、日本接触嚥下リハビリテーション嚥下調整食分類2021をいう

＊令和5（2023）年12月4日開催の県東健康福祉センター管内給食施設関係者研修会において依頼した「各施設で提供されている嚥下食形態の状況について」提出があったものを掲載
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　　　　　　　　　　情報連携ｰシート食形態一覧表              　　　　副  食　　　　　　　　　　　　                                                                                                                             　R6(2024).1.31現在

学
会
分
類

嚥下調整食 嚥下訓練食品

なめらか食 嚥下訓練ゼリー

嚥下訓練食Ｃ

芳
賀
赤
十
字
病
院

福
田
記
念
病
院

真
岡
病
院
・
わ
た
の
み
荘

菊
池
病
院
・
シ
ル
バ
ー

ケ
ア
ホ
ー

ム
の
ぞ
み

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g

【嚥下調整食分類2021】　　菊池病院バージョン　

エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g

【嚥下調整食分類2021】　　菊池病院バージョン　

エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g

【嚥下調整食分類2021】　　菊池病院バージョン　

エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g
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エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g
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エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類

分類 嚥下訓練食品（0ｊ） 嚥下訓練食品（０ｔ） 嚥下訓練食（1ｊ） 嚥下調整食（2-2） 嚥下調整食（3） 嚥下調整食（4）

当院の食事形態 ゼリー食 ミキサー食 ソフト食 分粥食

コンセプト

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮したゼリー

均質で、付着性・

凝集性・硬さに配

慮されたとろみ水

均質で、付着性・

凝集性、硬さ、離

水に配慮したゼ

リー・プリン・

ムース状のもの

口腔内の簡単な操

作により適切な食

塊にまとめられる

もの

口腔内操作時に多

量の離水がなく、

一定の凝集性が

あって咽頭通過時

のばらけやすさが

ないもの

舌での押しつぶし

が容易なくらい柔

らかいもの

特徴

嚥下開始時に用

い、残留した場合

でも吸引が容易。

たんぱく質を含ま

ない

水分補給としてと

ろみのついた水分

ゼリー

咀嚼に関連する能

力は不要で、ス

プーンにすくった

時点で適切な食塊

状となっている

食べ物を送り込む

際に多少意識して

口蓋に舌を押しつ

ける必要がある

形はあるが、歯や

補綴物がなくても

押しつぶし可能で

食塊形成が容易

形はあるが柔らか

く舌で容易につぶ

せる食材や料理法

を用いたもの

軟飯・全粥

分粥

献立例

献立例

エネルギー/day 20kcal 4kcal 1355kcal 1450kcal 1600kcal

たんぱく質/day 0g 0g 49.6g 55g 60g
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エンゲリード アイソトニックゼリー やわらかホット倶楽部 ミキサー ソフト

ゼリー粥 ミキサー粥

副食の種類

主食の種類



嚥下調整食
学科分類コード

普通食 4 3 ２ー２ ２ー１ 1ｊ 0t Oj

食形態のレベル やわらか食 つぶせる食 ゼリー食

形態の特徴

通常の水分量で炊いた飯/分粥や粥ミキサー
でゲル化剤などを使用していないもの
箸やスプーンで切れるやわらかさ

硬さ・ばらけやすさ・貼つきやすさなどの
ないもので箸やスプーンで切れるやわらか
さ

形はあるが、押しつぶしが容易、食塊形成
や移送が容易、咽頭でばらけず嚥下しやす
いように配慮されたもの

ピューレ・ペースト・ミキサー食などでべ
たつかず、まとまりやすいもので不均質な
ものも含む
スプーンですくって食べることが可能

ピューレ・ペースト・ミキサー食など、均
質でなめらかで、べたつかず、まとまりや
すいもの
スプーンですくって食べることが可能

均質で、付着性、凝集性、かたさ、離水に
配慮したゼリー、プリン、ムース状のもの
たんぱく質含有量は問わない

均質で、付着性・凝集性・硬さに配慮した
とろみ水（原則的には、中間のとろみある
い濃いとろみのどちらかが適している）
たんぱく質含有量が少ない

均質で、付着性・凝集性・硬さに配慮した
ゼリー。離水が少なく、スライス上にすく
うことが可能なもの
たんぱく質含有量が少ない

施設での名称 常食 粥 　 ミキサー粥 ミキサー粥 ゼリー粥 　

主食例

施設での名称 米飯 　　　やわらか　　　　　全粥 　 　 粥ブレンダー
　 　 　

主食例

施設での名称 米飯 全粥　軟飯 　 　 ミキ粥 　 　 　

主食例

施設での名称 常食 粥食 　 　 ミキサー粥 　 　

主食例

施設での名称 常食 粥食・ラーメン刻み ミキサー粥
　

主食例

施設での名称 常食（やわらか）
全粥

　 　
ペースト粥

　 　

主食例

＊学会分類とは、日本接触嚥下リハビリテーション嚥下調整食分類2021をいう
＊令和5（2023）年12月4日開催の県東健康福祉センター管内給食施設関係者研修会において依頼した「各施設で提供されている嚥下食形態の状況について」提出があったものを掲載
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杜

　　　　　　　　                                    　　情報連携ｰシート食形態一覧表              　　　　主  食　　                                                                                                                                                      　R6(2024).1.31現在

嚥下訓練食品

嚥下訓練ゼリー

椿
寿
園

喜
望
荘

学
会
分
類

嚥下調整食

なめらか食



嚥下調整食
学科分類コード

普通食 4 3 ２ー２ ２ー１ 1ｊ 0t Oj

食形態のレベル やわらか食 つぶせる食 ゼリー食

形態の特徴

通常の水分量で炊いた飯/分粥や
粥ミキサーでゲル化剤などを使
用していないもの
箸やスプーンで切れるやわらか
さ

硬さ・ばらけやすさ・貼つきや
すさなどのないもので箸やス
プーンで切れるやわらかさ

形はあるが、押しつぶしが容
易、食塊形成や移送が容易、咽
頭でばらけず嚥下しやすいよう
に配慮されたもの

ピューレ・ペースト・ミキサー
食などでべたつかず、まとまり
やすいもので不均質なものも含
む
スプーンですくって食べること
が可能

ピューレ・ペースト・ミキサー
食など、均質でなめらかで、べ
たつかず、まとまりやすいもの
スプーンですくって食べること
が可能

均質で、付着性、凝集性、かた
さ、離水に配慮したゼリー、プ
リン、ムース状のもの
たんぱく質含有量は問わない

均質で、付着性・凝集性・硬さ
に配慮したとろみ水（原則的に
は、中間のとろみあるい濃いと
ろみのどちらかが適している）
たんぱく質含有量が少ない

均質で、付着性・凝集性・硬さ
に配慮したゼリー。離水が少な
く、スライス上にすくうことが
可能なもの
たんぱく質含有量が少ない

施設での名称 常食 一口大 刻み食 超刻み食 ムース食 　 　

副食例

施設での名称 普通食    刻み 荒刻み 　 極刻み ブレンダー食
　 　

副食例

施設での名称 一口大 きざみ食 ミキサー食 　 　

副食例

施設での名称 常食 刻食 超刻食 ミキサー食 　 　 　

副食例

施設での名称 常食 刻み食 　 ミキサー食
　 　 　

副食例

施設での名称
常食　一口大（常食をカットし

た形）
　 　 極きざみ食 ペースト食 　 　

副食例

施設での名称
常食

形・一口大・粗刻み
ムース食 刻み食 ミキサー食 　 　 　

副食例

＊学会分類とは、日本接触嚥下リハビリテーション嚥下調整食分類2021をいう

＊令和５（2023）年12月4日開催の県東健康福祉センター管内給食施設関係者研修会において依頼した「各施設で提供されている嚥下食形態の状況について」提出があったものを掲載

＊令和６(2024)年以降適宜提出があった施設を追記
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　　　　　　　　　　情報連携ｰシート食形態一覧表              　　　　副食　　　　　　　　　　　　　                                                                R7(2025).3.31現在

学会
分類

嚥下調整食 嚥下訓練食品

なめらか食 嚥下訓練ゼリー

椿
寿
園

喜
望
荘

和
順
荘


